
令和６年度 シ　　ラ　　バ　　ス

Vision Quest English Ⅲ　 (啓林館)

評
価
の
方
法

〇「知識・技能」 〇「思考力・判断力・表現力」 〇「主体的に学びに向かう態度」

科
目
の
概
要

・ ライティング演習およぎ速読力養成を目指し、様々な場面で英語で表現できる力を育成する。

・ 副教材を用いて、共通テスト、基礎学力到達度テスト等に向けた受験演習を行う。

・英語運用に向けて、場面毎の対応ができるように機能表現を用い方を学習する

②「課題対応力」
③「論理的思考力」
④「原因分析力」
⑤「傾聴力」
⑥「受信・発信力」

⑦「協働力」
⑧「行動力」
⑨「自己管理能力」
⑩「自己実現力」

①「知識・技能」
10
の
力

3
観
点

1. 共通テストのみならず英語を運用において必要な、様々な場面で用いられる重要表現を理解する。

2. 既習の文法事項の確認、応用力を身につけ国公立大学二次試験で出題される総合問題に対応できる力を養う。

3. 大学入試で出題される長文英作文などに対応できる総合的な能力の向上を図る。

科
目
の
目
標

教 科 科 目 単位数 学 年 コ ー ス 組

英 語 論 理 表 現 Ⅲ 3 3 文NP 6

・定期試験
・小テスト

・英語による言語活動(小論文等)
・課題/活動への取り組み
・定期試験

・課題提出状況
・単元ごとの振り返り

定期試験（4回），問題集等の提出状況，授業時の小テスト，諸課題等を総合的に判断して評価する。

観点別評価

言語の働きや役割などを理解して
いる。
外国語の技能（話すこと、書くこ
と）について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技
能を身に付けている。

場面・目的・状況等に応じて，日常的や
社会的な話題について，情報や考えなど
を外国語で的確に理解したり適切に伝え
合ったりしている。
聞いたり読んだりしたことなどを活用して，
自分の意見や考え，気持ちなどを話した
り書いたりして表現している。

聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮し
ながら，外国語で聞いたり読んだりしたこと
を活用して，自分の意見や考え，気持ち
などを話したり書いたりして表現しようとして
いる。
他者を尊重しつつ、自らの意見を提示す
る表現方法を身に付けている。

教
科
書

副
教
材

観
点
の
評
価

●CLOVER英文法・語法ランダム演習(数研出版)
●Bright Stage英文法・語法問題 (桐原書店)
●和文英訳徹底演習プリント
●共通テスト読解トレーニング（エミール）
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【2学期　期末試験】　　12月２日～６日

●Bright Stage: 第24章～25章

可能性・情報の追加・対照・意見・変化の表現
●Clover : Chapter 10～14 ◎対照・意見を意見に盛り込むことができる。
●共通テスト読解トレーニング：第13回～第18回 

●Clover : Chapter 15～20
●共通テスト読解トレーニング：第19回～第23回 
●和文英訳徹底演習プリント: 第4回1-5

【2学期　中間試験】　　10月15日～18日
●Vision Quest Ⅲ (Chapter16～20) ◎文章の要点をつかみ、要約文を書くことができる。
要約・結論・目的・例示・情報源・義務の表現

●Vision Quest Ⅲ (Chapter11～15)
【1学期　期末試験】　　７月１日～５日

●和文英訳徹底演習プリント: 第3回1-5
●Bright Stage: 第20章～23章

学 習 計 画

学期

3

学

期

2

学

期

1

学

期

学 習 内 容 ( 単 元 ) 単 元 別 学 習 目 標

●Vision Quest Ⅲ (Chapter 1～５)
助言・譲歩・関係・判断の根拠・代替の表現
●Clover : Chapter 1～4
●共通テスト読解トレーニング：第1回～第6回 

◎物事の正負の影響を考慮した表現ができる。結果・物事への正負の影響・差異・類似・理由の表現
●Clover : Chapter 5～9
●共通テスト読解トレーニング：第7回～第12回 
●和文英訳徹底演習プリント: 第2回1-5
●Bright Stage: 第17章～19章

●和文英訳徹底演習プリント: 第１回1-5
●Bright Stage: 第16章

【1学期　中間試験】　　５月20日～23日
●Vision Quest Ⅲ (Chapter６～10)

◎代替表現を用いて説明的な文を書くことができる。

●演習を通して、既習事項を確認し、活用することができる。

●演習を通して、既習事項を確認し、活用することができる。

◎情報の追加を用いた英語のパラグラフを書くことができる。

●演習を通して、既習事項を確認し、活用することができる。

●演習を通して、既習事項を確認し、活用することができる。

◎譲歩を表す英語のパラグラフを書くことができる。

◎差異・類似表現を用いて説得力を高めることができる。
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